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はじめに

近年、子どもを取り巻く社会環境や生活様式などの変化により、子どもたちの運動する機会が減少し、

体力の低下傾向が指摘されている(厚生労働省 2009)。これらの誘因として、テレビ・ビデオ視聴や

ゲームに費やす時間の増加、外で遊べる場所の減少など、戸外でからだを動かして遊ぶ機会が少なくな

っていることが挙げられる。とくに、テレビ・ビデオ視聴、は、座位行動を引き起こし、肥満 (Hancoxet 

a1， 2006) につながる危険性があると報告されている。

そこで、本研究では、広島市の保育園幼児の生活習慣、中でもテレビ・ビデオ視聴時間と体力・運動

能力を調査・測定し、それらの関連性を分析し、子どもたちの抱える問題点を抽出するとともに、改善

策を検討することとした。

方法

2012年12月 ~2013年 1 月に、広島市の保育園 (21園)に通う 4~6歳児 1 ， 352名(男児663名、女児689

名)を対象に、幼児版の体力(とび越しくぐり)および運動能力テスト (25m走、立ち幅とび、ボール

投げ)を行った。あわせて、生活習慣の実態を把握するために、幼児の生活習慣調査とテレビ・ビデオ

視聴時間調査を保護者に対して実施した。統計処理は、 2群の平均値の差を検討するために t検定、生

活状況と体力、運動能力聞の相関関係を検討するために、相関分析を実施した。また、テレビ・ビデオ

視聴時間の中央値(1時間30分)を算出し、それより短い短時間視聴群(1時間30分未満)と、それ以

上の長時間視聴群(1時間30分以上)の 2群に分けて比較・検討した。

結果

幼児の生活時間と体力・運動能力の平均値を、テレビ・ビデオ視聴時間別に表1に示した。ボール投

げは、男児にのみ、短時間視聴群が 5%水準で、有意に高かった (p<O.05)0 また、女児においてのみ、

短時問視聴群がとび越しくぐり (p<0.05) と25m走 (p<0.05)が有意に早かった(図 2，図 3) 0 次

に、生活時間、体格、体力・運動能力要因の相互の関連性を調べた結果、 1%水準で、有意な相関性がみ

られ、かっ、相関係数 (r)が10.301以上の項目のみを抜粋した(図 1)。
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図1 幼児の生活要因(時間)相互の関連性(広島市保育園幼児 N=1，352)
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図2 幼児のテレビ・ビデオ視聴時間とボール投げの関連 図3 幼児のテレビ且ビデオ視聴時間と 25m走の関連

(広島市保育園男児N=662) 広島市保育園女児 N=679)

考察

本研究の結果より、男児は、テレビ・ビデオ視聴時間の短い幼児の方が、長い幼児に比べて、ボール

投げが良く、女児はとび越しくぐりと 25m走のタイムが速かった。先行研究(清水ら， 2006)によると、

子どもの運動能力は、身体活動量との関連性の強いことが報告されていることから、短時間のテレビ・

ビデオ視聴の幼児は、長時間テレビ・ビデオを視聴する幼児に比べて、 1日の中でからだを動かす機会

が多いと推察した。これらのことから、テレビ・ビデオを 1時間 30分内におさえて視聴する生活習慣

を確立することが、子どもたちの体力・運動能力に好影響を与えるものと期待した。

以上より、広島市の保育園幼児の健全な発達のために、テレビ・ビデオ視聴に多くの時聞を費やすの

ではなく、戸外での人と関わる運動に、より多くの時聞を増やすことや、からだを動かしながら友たち

と遊ぶことが重要と考えられた。
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まとめ

2012 年 12 月 ~2013 年 1 月に、広島市の保育園 (21 園)に通う 4~6歳児 1 ， 352 名(男児 663 名、女

児 689名)を対象に、子どもたちの生活時間を男女別に把握し、あわせて、テレビ・ビデオ視聴時間と

生活習慣および体力・運動能力との関連性を検討した。その結果、生活時間と体力・運動能力との関連

性について、男児では、テレビ・ビデオ視聴時聞が短い幼児の方が長い幼児に比べて、ボール投げ値が

高かった。また、女児では、テレビ・ビデオ視聴時聞が短い幼児の方が長い幼児に比べて、とび越しく

ぐりと 25m走の時聞が短かった。この結果から、テレビ・ビデオ視聴時間と幼児の体力・運動能力との

関連性が明らかになり、広島市の幼児の体力や運動能力を高めるためには、テレビ・ビデオの視聴時聞

を健康的にコントローノレし、だらだら視聴をさせないことが求められた。
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